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新刊書の紹介

生物進化の謎を解く一人類の進化までを含めて解説

猪 貴義 著

岡山大学名誉教授

岡山実験動物研究会名誉会員

岡山実験動物研究会の名誉会員でもあ り､長年

にわた り研究会の発展に寄与 されてきた猪先生が､

今年の 6月に新著を著 した｡ これは ｢生物進化の

謎 を解 く｣ とい うタイ トルか らわかるように進化

論を扱 った本である｡ また､｢人類の進化までを含

めて解説｣ とい う副題がついてお り､最近の人類

の進化に関す る トピックなども内容に含まれてい

る｡

生物進化の本質をめぐる論争は生物学の主要な

課題のひ とつで､このテーマを扱っている著書 も

数多 く出版 されている｡ その中で本書の特徴は､

進化を考える上で基礎的な事柄である生物の多様

性か ら筆をおこし､進化に関わる古生物学的論証､

進化学説の発展史､遺伝の仕組みか ら進化に関わ

る最近の トピックまで広 く解説 している点にある｡

かな り広が りをもった課題 を扱 っているため焦点

を絞 りにくかったのではないか と思われ るが､要

領 よくまとめられてお り､進化に関わるテーマを

概観す るには最適の良書 といえる｡

先生のキャ リアの大部分が､進化学の実用分野

といえる動物遺伝育種学に関連 していたためか､

本書の中心には進化学説の解説が占めている｡ そ

の中でもダー ウィンの進化論については､ダーウ

ィンの ｢種の起源｣について章を追って詳 しく解

説 されている｡ これは､ダー ウィンの自然選択説

が進化論の中で最 もインパ ク トを持 ち､現在の進

化学はもちろんのこと､20世紀以降の社会､経済､

国家体制などにも多大な影響を与えているためで

あろ う｡また学術的にはこの進化論が端緒 となり､

その理論体系を証明するために生物学に関連 した

多 くの学問分野が生まれ発展 してきた｡それ らの

分野には､遺伝学､育種学､生態学､統計学など

多 くの領域が含まれ､生物学の基礎 を形成 してい

る｡ ところが ｢種の起源｣ を一念発起 して読 もう

とす ると､なかなか読み進むことが難 しい｡ これ

は､事象をひ とつひ とつ丹念に積み重ねてい くと

い うダー ウィンの探求法によるもので､読み こな

すにはかな りの忍耐力を必要 とする｡ この点､本

書はダー ウィンの進化論の概略が要領 よくまとめ

られてお り､科学史上有名なダー ウィン進化論を

短時間で理解す るには好適な著書といえる｡また､

最近関心を集 めている大量絶滅の話題などの トピ

ックも解説 されてお り､関心のある部分だけを拾

い読みするとい う利用の仕方 もできる｡

著者の猪先生の経歴についてはご存知の方 も多

いと思われ るので簡単に紹介する｡ 先生は若い時

か ら生物の進化機構に強い関心を持っていたと聞

いている｡ 大学では､進化機構の解明を実学の方

向か ら探求 された動物遺伝育種学者であ り､国の

研究機関および岡山大学での研究生活を終えた後

は､いくつかの大学で教鞭 をとられ､現在 も活躍

されている｡本書を著す ことになった最大の動機

は､先生が岡山大学に在職 中､1年次生向けの ｢生

物の進化を考える｣の講義を分担 し､学生たちの

強い関心に触発 されたとのことである｡ この著書

は先生が定年退官 された後 も精力的に探求 してこ

られた進化論について､進化学説の発展過程や歴

史的経過を含めてまとめたもので､進化に関する

概略を知 りたい方に貴重な一冊となるであろ う｡

(岡山大学教授 及川卓郎)
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